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	応用
	抗原情報
	背景
	FGリピート2を有するArfGAP（AGFG2） Homo sapiens この遺伝子はHIV-1 Rev結合タンパク質（HRB）ファミリーのメンバーであり、1つのArf-GAPジンクフィンガードメイン、複数のphe-gly（FG）モチーフ、および4つのasn-pro-phe（NPF）モチーフを含むタンパク質をコードします。このタンパク質はEps15相同性（EH）ドメインと相互作用し、タンパク質およびRNAの核質間輸送を媒介するRev輸出経路において役割を果たします。選択的スプライシングを受けた転写バリアントが報告されていますが、その生物学的妥当性は未だ確立されていません。[RefSeq提供、2013年2月],ドメイン：FGリピートと4つのN-P-Fリピートを含む。,類似性：1つのArf-GAPドメインを含む。,サブユニット：EPS15Rと相互作用する。,
	研究分野
	-
	画像データ
	

	AGFG2抗体を用いたMCF-7細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。

